
第６６６号 赤旗読者ニュース （１）

読者ニュース「きずな」に対するご意見や情報をしんぶん赤旗の配達・集金者にどしどしお寄せください。

２００７年 ９月１３日

ＮＯ ６６６

赤 旗 井 原 出 張 所

井原市井原町１０３ （℡ 62-6200）き ず な
１０日井原市議会９月定例会が開会しました。会期は２５日までです。開会日、瀧本市長が議案の提

案説明を行いました。その中で市政の状況も話されました。内容をできるだけ忠実に再現しました。

市 政 の 状 況
四季が丘団地

第一期分譲も１０区画を残すのみとなり、新しい町並みも形成され、自治会や子ども会などの団体も活
発に活動されています。第二期分譲の８４区画は来月(１０月)１３日から分譲申し込みを受け付けますが、
今まで通りのお求めやすい価格とし、引き続き７つの得点（＊下記のとおり）を準備しています。
＊四季が丘住宅団地７つの優遇措置等
①分譲開始後３年以内の土地購入者と、同住宅着工者を対象に借入金（土地と建物で上限20,000千円）
に対する利息（金融機関等の利息とするが、上限は２％）を３年間助成。
②分譲開始後３年以内の土地購入者と、同住宅着工者を対象に、固定資産税相当額を３年間助成。（土
地→３年間、建物→３年間）建物の対象は住宅部分のみとする。（併用部分は対象外）
③分譲開始後３年以内の住宅着工者を対象に、ＣＡＴＶ新設工事代の基本料金（１台）50,000円×消費
税＝52,500円を助成（インターネット接続については、井原放送の企業努力とする。）
④分譲開始後３年以内の住宅着工者を対象に、新エネルギー導入経費の一部を助成金として交付する。
《対象》太陽光発電システム：1ｋＷ当たり10万円、上限50万円（新築時のみ対象）
⑤分譲開始後３年以内の住宅着工者を対象に、上水道加入負担金相当額（13㎜で税込み126千円）を助
成する。（13㎜を超えるものも126千円までとする。）
⑥分譲開始後３年以内の住宅着工者を対象に、引越し費用として１区画につき５万円を助成する。
⑦分譲開始後３年以内の住宅着工者を対象に、公共下水道受益者負担金は土地開発公社が負担します。

１０月から毎月第１日曜日に井原駅で、特産品等の青空市”井原線で得々市”開設します。鉄道井原線
の利用促進には、沿線自治体の連携が不可欠でありますが、矢掛町にも趣旨賛同いただき、同様の朝市が
毎月第３日曜日に開催されます。農産物直売所活動団体、観光協会等諸団体に広く呼びかけ力を結集し、
地場産品の紹介や販売を行い、井原線沿線地域の活性化を牽引していきたい。

市民病院の医師確保

市民病院における現在の常勤医師は１０名であり、医師不足の状況下にあって先生方には医療水準の確
保に努力していただいております。この医師不足をなんとしても解消する必要があるため、井原市医師会
との協力関係を構築し、地域医療のあり方と自治体病院の使命について意見交換を始めたところです。
さらに市長就任以来岡山大学の第一内科をはじめ１１の教室を再三訪問し、教授又は医局長に医師派遣
について協力をお願いしているところです。市民病院の現状には理解いただいているものの、医師不足は
大学の医局においても深刻で、現状維持が精一杯の状況であるとのことから、今後とも粘り強く医師派遣
要請をおこなって行きたい。

安全・安心の協働のまちづくり

市政を担い１年になりますが、協働のまちづくり市民推進室を各地域で開催していく中、多くの貴重な
ご提言をいただいている。これを行政に反映させていくとともに、市民の安全・安心を確保するため保健、
医療、福祉の充実に努め、協働のまちづくりを強力に推進していきます。

各 種 行 事

敬老行事

市内１６地区をはじめ、福祉施設において様々な事業が展開されています。
高齢者の方々の社会への多大なご尽力に深く感謝するとともに市民こぞって長寿をお喜び申し上げたい。

秋の交通安全県民運動

２１日から。管内の交通事故発生件数は、幸にも減少しておりますが、行楽シーズンを向かえ増加も予
想されることから十分ご留意の上交通事故の撲滅に一層のご協力を賜りますようお願い申し上げます。



第６６６号 赤旗読者ニュース （２）

生活に役立ち勇気と確信のわくしんぶん[赤旗]をお読みください。(月額 日刊紙２,９００円 日曜版８００円）

田中美術館 １０月５日から第２３回平櫛田中賞受賞記念「保田春彦展」を開催。
１０月には第５８回岡山県美術展覧会井原会場や恒例の市民体育祭、はつらつ井原ふれあいフェスタ、
美星ふるさとまつりを開催。

１１月には文化祭、芳井ふるさと祭りなどを開催。
本年は第１９回全国生涯学習フェスティバル学びピア岡山２００７が県内各地で開催され、本市でも
多彩な事業を計画している。このフェスティバルはあらゆる世代の人々が参加・体験・交流の中から学び
の輪を広げていく全国規模のイベントであり、全国生涯学習まちづくりサミットをはじめ、１１月のフェ
スティバル本番に向けて準備を進めています。

本市議会定例会で審議する諸議案の概要説明。

認定について

認定第１号平成１８年度井原市水道事業会計決算について他２件については、
それぞれ監査委員の意見を付して別冊のとおり決算資料を提出しています。

条例案件について

議案第５７号 井原市長等の給与に関する条例の一部を改正する条例については、美星海洋センターに勤
務していた職員の不祥事に対し、私自らが管理責任を明らかにするため所要の改定を行うものです。
議案第５８号 井原市市民活動センター設置条例の一部を改正する条例については、平成２０年度から指
定管理者制度を導入するための所要の改正です。

人事案件について

議案第５９号 人権擁護委員候補者の推薦については、同委員の任期満了に伴い、公認候補者の推薦につ
いて、岡山地方法務局長から依頼があったため、議会の意見を求めるものです。
議案第６０号 固定資産評価審査委員会委員の選任につき同意を求めることについては、
同委員の任期満了に伴い、後任委員の選任につき議会の同意を求めるものです。
議案第６１号 井原市個人情報保護不服審査会委員の委嘱につき同意を求めることにつ
いては、同委員の任期満了に伴い、後任委員の委嘱につき議会の合意を求めるものです。

予算案件について

議案第６２号 平成１９年度井原市一般会計補正予算(第３号)について、歳出の主なもの。
総務費では、地区集会所等施設整備事業費補助金１０５万余円、コミニティー助成事業補助金２５０万
円のほか国庫負担金等の精算返還金に所要（１,４９５万余円）の措置を講じています。
民生費では、国民健康保険事業特別会計繰り出し金１億２,８８０万円を計上。
衛生費では、妊婦一般健康審査の助成回数の拡大に要する経費に所要(３９５万余円)の措置を講じてい
ます。
農林水産業費では、ピオーネ王国おかやま創造事業費補助金２,２９４万余円。くだもの王国確立事業
費補助金８５６万余円、農業用施設維持費に２,７００万円、農業用施設新設改良費に３,３１０万円
を追加計上しています。
商工費では、毎日型介護予防拠点施設を整備し、商店街の活性化と地域のネットワークの強化を推進す
る商業振興対策事業費補助金４７９万円を計上しています。
土木費では、道路維持費に７,５５０万円、河川維持費に４８０万円の追加措置を講じています。
消防費では、井原地区消防組合負担金２,０１９万余円を計上。
教育費では、稲倉公民館駐車場用地の取得費７９８万余円を計上。
議案第６３号 平成１９年度井原市国民健康保険事業特別会計補正予算（第２号）は、市債の繰り上げ償
還に伴う補正（１２,８８０万円）をお願いしています。
議案第６４号 平成１９年度井原市簡易水道事業特別会計補正予算（第１号）は、施設の修繕（４００万
円）及び中央簡易水道の施設整備に伴う補正（３００万円）をお願いしています。
議案第６５号 平成１９年度井原市介護保険事業特別会計補正予算（第１号）は、前年度の介護給付費等
の確定に伴う精算措置（介護給付費準備基金積立金８１２１万余円、国庫負担金等精算返還金９４７１
万余円）を講じております。


